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平成 26 年度国外短期留学申請書 
 

平成  年  月  日 

公益社団法人 日本放射線技術学会 

代表理事   真田  茂 殿 

 

申請者 Name 
（英語表記） 

 
印 

氏名 
  

生年月日 昭和    年    月    日  (満    歳) 

会員番号  入会年月 昭和・平成   年   月 

 
現住所 

〒 
 
 

(電話) 自宅(    )    －     ／携帯(    )    －     

(電子メール)  

施設名  

Affiliation 
(英語名称) 

 

 
所在地 

〒 
 
 

(電話) (     )    －       

 (電子メール)  

 

以下のとおり国外短期留学制度による派遣を申請します. 

また,申請採用後は義務事項を遵守することを誓約します. 

 

記 

1. 留学希望施設など 

 

希望研究施設 
 

施設名: 

所在地: 

受入許可(下記のいずれかに○): 

｢あり｣ ・ ｢見込みあり｣ 

留学希望 
年月日 

平成  年  月  日 ～ 平成  年  月  日 (  ヶ月間) 
(注: 海外渡航申請には 3～4 ヶ月を要します) 

留学の形式 休暇 ・ 出張 ・ 研修 ・ その他(                         ) 
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健康状態   良好  ・  投薬中  ・  通院中   (病名:                        ) 

語学力  自信がある ・ 何とか会話ができる ・ 自信がない 

 

2. 希望研究内容について(スペースが不足するときは,別紙に記入し添付してください) 

1) 希望研究分野およびその内容 
[注: 指導を仰ぎたい研究者,使用したい機器等,がありましたら併せて記載してください] 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2) 留学の目的 
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3. 推薦書 

貴学会の国外短期留学制度の要項に従い,下記の者を適当と認め推薦いたします. 

  

申請者氏名 
 

 

            

推薦者(1) 所属名                
役 職                
 

平成   年  月  日 
 

氏 名              印 
 

推薦者(2) 所属名                
役 職                
 

平成   年  月  日 
 

氏 名              印 
 

備考 推薦者(1)は申請者を監督されている方または上司に,(2)は当該研究分野の研究者,学識者で既に多 
  くの論文をもち一定の業績をあげている方にお願いしてください. 
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4. 申請者の略歴および研究業績(スペースが不足するときは,別紙に記入し添付してください) 

1) 略歴 
最終学歴: 

 
職歴: 

 
 
本学会における活動(受賞や表彰、委員会活動、分科会活動、部会活動など): 
 
 

2) 研究業績 
[注: 論文業績があれば、別冊またはコピーを同封してください. 

論文発表の総数 本学会誌（和文）    編 
Radiological Physics and Technology 誌（RPT 誌）   編 
他の学会誌    編 

１．日本放射線技術学会雑誌（RPT 誌も含む）の論文 
１）筆頭論文（2 編以内） 
筆者名、題名（原著、ノートなどの区分も）、巻、号、頁数、発行年を記載して下さい。 

 
 
 
 
２）共著論文（2 編以内） 
筆者名（全員を記載し申請者名には下線を記す）、題名（原著、ノートなどの区分も）、巻、号、頁数、発行

年を記載して下さい。 

 
 
 
 
２．本学会での発表（８題以内） 
申請者が発表した演題のみで、演題名、学会名、発表年を記載して下さい。発表は、総会学術大会、秋季大

会、部会での講演、シンポジウム、一般演題、分科会内発表とします。 

 
 
 
 
 
 

３．他の学会における筆頭著者の論文（１編以内） 
 
 
 
 
 
 
 

記載漏れのないように十分ご注意ください 


